
11月12日から11月25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

女性に対する
暴力根絶のための
シンボルマーク

詳しくは、ホームページをご覧ください。https://www.avance.or.jp/dvsougou.html
dv@avance.or.jpEメール 0952-28-1492TEL 0952-25-5591FAX

佐賀県DV総合対策センター（アバンセ内）
〒840-0815 佐賀市天神三丁目2-11

お申込み・お問合せ
（詳しくは裏面をご覧ください。）

後援／佐賀県警察本部、佐賀県弁護士会、佐賀県教育委員会、佐賀県PTA連合会、佐賀県医師会、佐賀県産婦人科医会、一般社団法人佐賀県公認心理師協会、
公益社団法人佐賀県看護協会、公益社団法人佐賀県社会福祉士会、佐賀県人権擁護委員連合会、認定NPO法人被害者支援ネットワーク佐賀VOISS、
国際ソロプチミスト佐賀有明、国際ソロプチミスト佐賀、佐賀県民生委員児童委員協議会、国立大学法人佐賀大学、西九州大学、西九州大学短期大学部、
佐賀女子短期大学、九州龍谷短期大学（順不同）

主催／佐賀県　主管／佐賀県DV総合対策センター

令和５年度女性に対する暴力防止講演会

　今年度は、ストーカー被害に遭った自身の経験を綴った本「ストーカーとの七〇〇日戦争」を出版された
内澤旬子さんから、ストーカー被害の恐怖やストーカー規制法の課題などについてお話いただきます。

アバンセホール【手話通訳あり】
佐賀市天神三丁目2-11

11月22日 水

令和5年

13：30～16：30（開場13：00～）

13：35～14：50講演

内澤  旬子さん（文筆家、イラストレーター）講師

「まさか自分が被害者に  ストーカー被害から自分を守るために」演題

第1部

15：00～16：30トークセッション

「ストーカーを生まない、遭わない、遭ってしまったときに何ができるか」テーマ

内澤  旬子さん
小早川  明子さん（NPOヒューマニティ理事長）

登壇者

第2部

小早川 明子さん

こ   ばや かわ　あき こ

束縛されているのは、愛されているから！？束縛しているのは、愛しているから... 
『束縛＝愛』なの！？
束縛されているのは、愛されているから！？束縛しているのは、愛しているから... 
『束縛＝愛』なの！？

内澤 旬子さん

うち  ざわ    じゅん  こ

束縛が強い人は、何かのきっかけでストーカーになってしまう恐れがあるかも...

入場無料
定員100名
（要申込）

録画配信あり
（要申込）

参加・申込方法 ①【会場参加】 （定員になり次第締切）
②【オンライン参加】（後日YouTubeにて録画配信）
下の二次元コードを読み取り、ホームページ内の申込フォーム、メール、FAX 、窓口で
お申し込みください。

違います!！強すぎる束縛はDV（デートDV）です。

私たちは持続可能な開発目標支援（SDGs）をしています



※お申込みの際に収集した個人情報は本講演会運営以外の目的で使用することはありません。
※気象状況や感染症の状況等により、プログラム内容の変更または、開催を中止する場合があります。
　最新の情報はホームページにてご案内いたします。
※佐賀県ＤＶ総合対策センターの事業は、佐賀県からの委託を受けて公益財団法人佐賀県女性と生涯学習財団が実施しています。

11月にＤＶ防止に関するパネル等の展示やパープルライトアップを実施します。詳しくは、ホームページをご覧ください。

① 会場参加 令和5年11月22日　 （アバンセホール）水

参加者名 必須

ふりがな

所　　属 必須

住　　所 必須

電話番号 必須

Ｅメールアドレス 必須

〒

令和 5 年度 女性に対する暴力防止講演会 参加申込書

ホームページの申込フォーム、メール、FAX、窓口でお申込みください。
定員になり次第締切

②オンライン参加
ホームページの申込フォームにてお申込みください。後日、視聴方法等をメールでお知らせします。
※動画を視聴するには、インターネットに接続できる環境（パソコン、タブレット、スマートフォン等）が必要です。
　通信料は各自負担となります。（お申込み）https://www.avance.or.jp/dvsougou/_2798/_3029.html

【配信期間 令和5年12月13日（水）～令和6年1月10日（水）】11月23日（木）締切

■ 一時保育申込（対象：6ヵ月以上就学前・先着若干名・無料・11月7日(火)までに要申込）

子どもの氏名
（ふりがな）

（　　 　歳　 　ヵ月） (11月22日時点) （　　 　歳　 　ヵ月） (11月22日時点)

（ふりがな）

講師プロフィール

1967年神奈川県生まれ。著書に食肉動物を屠る現場を徹底的に取材した『世界屠畜紀行』（解放出版社／角川文庫）、38歳で乳癌と診断されてから
の心身の変化について綴った『身体のいいなり』（朝日新聞出版/朝日文庫・講談社エッセイ賞受賞）、『センセイの書斎』(幻戯書房/河出文庫) 、『おや
じがき』（解放出版社／講談社文庫）、『飼い喰い　三匹の豚とわたし』(岩波書店/角川文庫)、『捨てる女』(本の雑誌社/朝日文庫)、『漂うままに島に着
き』(朝日新聞出版/朝日文庫)、『着せる女』(本の雑誌社) 、『ストーカーとの七〇〇日戦争』(文藝春秋/文春文庫)、『内澤旬子の島へんろの記』（光文
社）など。共著(イラスト担当)『印刷に恋して』松田哲夫・文(晶文社)、『本に恋して』松田哲夫・文(新潮社)、『東方見便録』斉藤政喜・文(小学館/文春文
庫)、『東京見便録』斉藤政喜・文(文藝春秋)。近刊は『カヨと私』（本の雑誌社）。2014年より小豆島に移住、狩猟免許取得。2016年元交際相手からス
トーカー被害に遭う。

内澤 旬子さん （文筆家、イラストレーター）
うち  ざわ    じゅん  こ

1991年 東京ヒューマニックス研究所ゲシュタルト・セラピスト養成コース修了後会社勤務を経て独立、2000年 ストーカー対策組織を発足、株
式会社ヒューマニティを設立、2003年 株式会社ヒューマニティをＮＰＯ法人に組織変更、2013年 警察庁「ストーカー行為等の規制等の在り方
に関する有識者検討会」委員、2014年 内閣府「ストーカー行為等の被害者支援実態等の調査研究事業」委員、2016年 警察庁「ストーカー加害者に
対する精神医学的・心理学的アプローチに関する調査研究」にて報告、2018年 京都府警「京都ストーカー総合対策ネットワーク会議」アドバイ
ザー委嘱、2019年 国連アジア極東犯罪防止研修所第173回国際研修、「女性・子供に対する暴力事犯者の再犯防止に向けた処遇」にて報告、2021
年 警察庁「ストーカー行為等の規制等の在り方に関する有識者検討会」委員、2022年 公益財団法人日本相撲協会コンプライアンス委員会委員に
就任。 【著書】『ストーカー - 『普通の人』がなぜ豹変するのか 』(中公新書ラクレ)　ほか

小早川 明子さん （NPOヒューマニティ理事長）
こ   ばや  かわ　　あき　こ


